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学会の概要



学会概要

脳神経看護を専門とする2つの主要学会

一般社団法人

日本脳神経看護学会

会員数

約1,300名

目的・活動

脳神経看護に関する学際的な研究の推進

看護実践の教育、知識・技術の交流

市民の健康と福祉に貢献

学術研究団体

日本ニューロサイエンス看護学会

会員数

約120名

目的・活動

脳神経看護や教育に関する理論・応用の研究

知識・情報の提供や交換による学術の向上

人々の健康と福祉に貢献



JAPAN ACADEMY OF NEUROSCIENCE NURSING

日本脳神経看護学会：組織と活動 会員数：約1,300名

全国地方部会（9）

北海道

東北

北陸 / 新潟

関東

東海

関西

中国 / 四国

九州 / 沖縄

委員会組織 主な活動

学術集会
年1回開催・研究発表の場

脳神経看護セミナー
実践的知識の普及・教育

診療報酬技術提案
看護技術の正当な評価へ

トピックス

総務 編集委員会

社会貢献/広報 国際交流

政策検討 認定看護師
活動推進

学会認定資格設立
準備ワーキング

教育カリキュラム策定 学会認定資格規約作成

2023.11始動
第11回WFNN開催

認定資格準備WG発足

法人化

2013

2023

2024

◉飯山・田村・佐藤・武田 ◉登喜・百田・武田



Curre nt Status &  Backg round

認定看護師制度の変遷と
 現場の課題を整理 

制度設計の方向性を明確化するために、
 教育課程の変更と臨床現場の実態を分析します。 

教育課程の減少

現場の人材不足

看護評価の不明確さ

現状と背景



Current Status 現状と背景

認定看護師の現状と課題（制度面）

制度の変遷と教育課程 現場の課題 

資格が活かせない現状

施設の方針や体制により、資格取得後も専門性を発揮
できる配置や業務分担がなされないケースが存在する。

診療報酬との連動不足

認定資格が診療報酬の算定要件と直接連動していない
ため、経営的な評価につながりにくい。

他分野の好事例（連動している例）：

感染対策向上加算 認知症ケア加算

B課程：脳卒中看護

特定行為研修を組み込み

認定者数（2024年）

86名 専門とする認定看護師数の減少懸念



出典：田村綾子, メディバンクス「ナースマガジン」2025 VOL52

制 度

資格制度（A）課程の終了（予定）

養成施設の縮小

組 織

配置・評価の不明確さ

教育者の不在

現 場

部署異動の多さ

専門性が継続できない

個 人

ライフサイクルの制約

学び直しが困難（時間・費用）

Issues Overview 現状分析

課題の全体像（制度・組織・現場・個人）

看護師育成と定着を阻む要因の多層的構造



New Cert if icat ion S ystem

臨床を支える専門性の高い看護師を
 機動的に育成する新たな学会認定 

現場のニーズに応える実践的なカリキュラムと
 受講しやすい認定プロセスを提供します。 

オンライン研修

短期集中（約2ヶ月）

更新制（5年毎）

日本脳神経看護学会認定
『脳神経看護師』制度



NEW CERTIFICATION

学会認定「脳神経看護師」
Neuroscience Nurse Certification

2026年

Schedule

受付開始：6月頃

受講開始：8月頃

申し込みから受講まで約2ヶ月

Training Overview

研修期間：約2ヶ月（40時間）

方法：Online & オンデマンド

講義および演習（グループワーク等）

Renewal System

有効期間：5年間

更新制を採用

継続的な学習と質の維持を担保

※ 臨床を支える専門性の高い看護師を機動的に育成することを目的とした新たな認定資格です

New Certification System 学会認定制度の全体像

新設 学会認定制度「脳神経看護師」

脳神経看護分野において、優れた看護技術と知識を用いて質の高い看護を提供できる看護師を養成する



New Cert if icat ion S ystem

参加資格と取得プロセス

オンラインとオンデマンドを活用

働きながら受講しやすいプログラム設計



基本資格・免許

本学会の会員である

看護師免許取得

実務経験要件

看護師としての実務経験 3年以上

脳神経系の看護経験が 1年以上

Envi ronment  & Scr eening

受講環境・選考

遠隔受講環境

オンライン研修に対応できるPCおよび
インターネット環境をご自身で準備できること

資格審査

申請内容を確認し、認定教育委員会による選定を
経て受講対象者を決定します

詳細は募集要項をご確認ください 

Eligibility 学会認定資格

研修参加資格



オンラインとオンデマンドを活用した、働きながら受講しやすいプログラム設計

申請フェーズ

申請手続き

Application

参加資格申請

免許証番号、実務経験等の申請

資格審査（申請内容確認）

認定教育委員会による選定と
受講可否の通知

受講手続き

受講料の納入とシステム登録

1

研修・審査フェーズ

研修受講と審査

Training & Exam

研修受講（40時間）
eラーニング、オンライン講義、グループ
ワーク演習

修了審査

科目ごとの確認テスト及び最終試験
（口頭面接）にて審査後、受講修了確認

2

認定・登録フェーズ

認定と更新

Certification

認定証交付

「学会認定脳神経看護師」として認定、
認定証と認定バッジの交付

活動開始

臨床現場や地域での専門的看護実践の展開

更新制度

5年ごとの更新（継続的な学習と実践の評価）

3

Process & Timeline 認定プロセス

学会認定取得までのプロセス



New Cert if icat ion S ystem

カリキュラムと学習内容

脳神経看護に求められる知識・技術の体系化



Learning Methods: e-ラーニング 演習（グループワーク） 自己学習

基礎・概論 急性期の看護 回復期・生活期の看護

地域・在宅支援

場面別看護・応用

主要トピック

特殊対応

疾患管理と再発予防

患者支援・倫理

脳神経看護の考え方（概論）

脳神経疾患の病態と理解

脳神経疾患に共通する看護

解剖生理と機能局在

フィジカルアセスメントと評価指標

症状別看護

脳室ドレナージ管理

超急性期モニタリング

療法士との協働・リハビリ支援

療養の場の移行支援

退院調整・社会資源活用

多職種連携（IPW）

脳卒中相談窓口の役割

治療と仕事の両立支援

訪問看護での継続ケア

開頭術後の看護

再梗塞予防

脳腫瘍患者の看護

遷延性意識障害

認知症合併例への対応

外傷後てんかん発作薬物療法と服薬管理

栄養管理・嚥下機能評価

リスク因子管理

障害受容のプロセス支援

家族ケア・介護者支援

看護倫理と意思決定支援

ACP（アドバンス・ケア・プランニング）

Curriculum カリキュラム構成

カリキュラムと学習内容

＊科目名と内容が若干異なる場合があります。



New Cert if icat ion S ystem

研修費用と手続き



初回研修受講費用

70,000円

e-ラーニング受講料 

演習参加費・教材費 

認定登録料

5,000円

初回取得・登録費用合計

75,000円

※お支払い方法は銀行振込等を予定

TOTAL

Procedure & Inquiry

研修手続き窓口
学会支援機構（本会事務局）

詳細は学会ホームページにて案内予定 

Cost & Procedure 費用と手続き

研修費用と手続きのご案内

認定審査料

＊認定審査合格後、別途必要です。

＊初回研修70,000円には、認定審査料が
含まれます。

更新認定審査の場合
更新審査料 10,000円
認定登録料 5,000円



New Cert if icat ion S ystem

まとめと今後の展望

認定の価値と無理のない更新制度



認定の価値と更新制度
専門性の証明と継続的な質の向上

認定の価値・活用 更新制度（5年ごと）

OFFICIAL TITLE

学会認定脳神経看護師

称号の使用と提示

名刺や履歴書、所属機関への提示が可能。
 キャリアの証明として公的に活用できます。 

専門家としての活動

「学会認定脳神経看護師」として、院内外での教育・
指導的役割を担うことが期待されます。 

認定証と認定バッジの授与

認定審査に合格し、登録を完了した者には認定証と

専用の認定バッジが交付され、専門職としての誇りと
責任を象徴します。

質の高い看護を持続的に提供するため、5年ごとの更新制を
設けています。継続的な学習と実践活動が評価されます。

1
本学会主催の学術集会への参加

2回以上の参加

2
本学会・地方部会主催の研修会等への参加

5回以上の参加

今後の検討課題

院内活動の評価

実践・指導実績などを評価に加えることを検討

または、

更新までの５年間に、



会員の皆さまへ

2023年11月に学会認定脳神経看護師制度設置に向けたワーキングが立ちあがり、
ようやく開講準備が整いました。

カリキュラム検討段階で、理事・評議員やパブリックコメントにお寄せいただきました
ご意見を反映したカリキュラムとなっております。

本年度は初年度ということもあり、制度として不備もあるかと存じますが、
その都度改善してまいります。

ぜひ、多くの皆さまにご参加いただけますようお願い申し上げます。

学会認定看護師教育委員会

飯山有紀・佐藤雅子・武田保江・田村綾子・登喜和江・百田武司
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